
　令和４年１２月３日・４日、晴れた冬の日に、ウインクあいちを会場に「第１７回公益社団法人日本鍼灸師会全国大会ｉｎ愛知」
が開催されました。新型コロナウイルス感染症第８波拡大も懸念されましたが、オンラインと現地でのハイブリッド方式で開
催し、全国から６２６名（会場参加４６９名、オンライン参加１５７名）の多くの参加者が学びと懇親を深めることができま
した。二日間にわたり「ヒトを診る」という今大会テーマに沿って１３の講演やシンポジウム・公開講座が用意され、東洋医学・
西洋医学のスペシャリストたちによる多様な角度からの講演がおこなわれました。
　開会式では、要大会会頭・長谷川大会会長のあいさつの後、来賓の皆さまから、鍼灸業界への檄と、心温まる祝辞をいただ
きました。

「ヒトを診る−東洋医学の全体観−」
第１７回公益社団法人日本鍼灸師会全国大会ｉｎ愛知
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　開会式の後は、大ホール・小ホールに分かれて講演会やシン
ポジウムが開催されました。大ホールでは「日々の臨床を評価
しよう！臨床研究初めの一歩」と題して福島県立医科大学教授
の鈴木雅雄先生にご登壇いただき、日々おこなっている臨床を
研究の視点からも取り組む提案や、症
例報告やデータ集積の手法などをご
教授いただきました。臨床家の小さな
研究が、地域住民の健康、われわれの
診療行動、政策まで変える可能性があ
るというお話もありました。

　その後の講演２では、「病態水準に基づく患者の心の理解－
何が起こっているのか、いかに関わるか－」と題して、藤田医
科大学 臨床心理士の藤江理衣子先生にご講演いただきました。
臨床心理士がどのように患者さん心理
を理解し、判断していくか？その基準
のひとつとして「神経症水準」「境界
例水準」「精神病水準」を紹介し、関
わりかたのヒントなどもお伝えいただ
きました。

　講演３「身体観察・鑑別診断」では、名古屋大学附属病院総

合診療科医師の松久貴晴先生にご講演をいただきました。臓器
特異性を持たない総合診療医の視点から、どのような疾患に対
しても「生物」「心理」「社会」面から
対応することの大切さや、全身スク
リーニング診察を行う際の「適切な型」
についてもご紹介いただき、視診・聴
診・触診・打診などを動画も交えなが
らご紹介いただきました。

　講演４「医療面接の意義と、医学教育における医療面接教育
の現状」では、名古屋大学附属病院総
合診療科医師の髙橋徳幸先生にご登壇
いただき、現在医学教育で行われてい
る医療面接の実際や、われわれも実践
可能なヒントが詰まった現場でのコ
ミュニケーション技法などをご紹介い
ただきました。

　ランチョンセミナー「折鍼から学ぶ鍼施術の安全性」では、
セイリン株式会社稲葉巧社長より、折鍼のメカニズムについ
て詳しく解説をしていただきました。

鈴木雅雄先生

松久貴晴先生

髙橋徳幸先生

藤江理衣子先生

日本あん摩マッサージ指圧師会
安田和正会長

日本視覚障害者団体連合
竹下義樹会長
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菅原先生　是元先生

繋がろう、学生の輪

　実技「てい鍼術－ TST とは－」では、呉竹学園臨床研究
センター船水隆広先生より、オリジナル「ＴＳＴてい鍼」の
紹介や、モデルを用いて「気」「経絡」
の調整方法や美容法、精神疾患の治
療法など、繊細で多様な実技披露が
おこなわれました。随所で東洋医学
への深い造詣や、治療に対する美学
が感じられる実技披露でした。
　シンポジウム１「病鍼連携につい
て」では、福島県立医科大学教授として研究・教育に携わる
鈴木雅雄先生、慶應義塾大学内で鍼灸臨床を実践されている
鳥海春樹先生、本会副会長で介護サービス事業所経営もされ
ている中村聡先生から、地域の中で鍼灸師がどのような立ち
位置を目指し、行政や医療職・介護
職と連携をとり地域医療を実践して
いくのかをお話しいただきました。
鍼灸師像の定義から、医師とのコ
ミュニケーション、鍼灸師の教育ま
で白熱した議論が続き、今後の鍼灸
師の在り方に一石を投じたシンポジ
ウムとなりました。
　危機管理委員会主催の講演では、「施術所における感染
対策とリスクマネジメント・リスクマネジメント研修会－
アンケート集計結果－」と
して、東京有明医療大学 菅
原正秋先生より感染症対策
の具体的方法と、折鍼や伏
鍼のリスクマネジメントに
ついてご紹介いただきまし
た。今年３月のプロ野球選
手に対する折鍼事故が大きな問題としてメディアでも取り
上げられましたが、事故を受けて開催したリスクマネジメ
ント研修会参加者からのアンケート集計結果を、危機管理
員会 是元副委員長より公表
いただきました。続いて行っ
たシンポジウム２「連携で支
える災害鍼灸マッサージ」で
は、鍼灸師会、ＤＳＡＭ、ＮＰ
Ｏ、災害ボランティア団体、災
害支援窓口の各代表にご登壇いただき、それぞれの立場か
らの災害に対する取組みをご紹介いただきました。そして
鍼灸マッサージの各団体が、平時から連携・協力を進め、
一体となって被災地支援活動をおこなう必要性があること
を訴えられました。
　シンポジウム３では、総
合診療医の第一人者である
伴信太郎先生、総合診療医
で鍼灸師でもある寺澤佳洋
先生、経絡治療の第一人者 
馬場道敬先生、北辰会代表 
藤本新風先生にご登壇いただ

き、東西医学の立場から、「ヒトを診る」をテーマに語って
いただきました。西洋医学・伝統医学の学問の背景や時代背
景などは違っても、「ヒト」を診ることへの想いや技法は共
通のものが多く、ヒトがヒトを診るという本質的な原則をあ
らためて考え直す
ことができるシン
ポジウムでした。
座長の長谷川先生
の「鍼灸は、患者
に安心を与え、不
安を取り除く」と
おっしゃったなか
に、臨床における
大きなヒントがあるとも感じました。
　講演５第一部では、オンラインで
首藤傳明先生より「鍼灸治療が有効
な疾患とその治療法」のご講演をい
ただきました。「鍼灸治療が最も効果
的なのは内臓疾患と心の病」であり、
「経絡治療で五臓を整えると精神が整
う」と臨床６３年の知見を語ってい
ただきました。第二部「海外におけ
るお灸の普及」では、カナダ在住の
水谷潤治先生より、海外のお灸事情
や水谷式灸療法の実技をご披露いた
だきました。
　青年委員会ワークショップ「鍼灸ク
イズ大会－つながろう、学生の輪！－」
では、全国の学生が５チームに別れてクイズに挑戦をしまし
た。経穴・解剖学・生理学・ご当地問題・東洋医学概論な
どの出題があり、浮き物通し競争もおこなわれました。参
加チームには豪華賞品が用意されました。他校の学生同士
が協力して問題に取り組み、大いに盛り上がり、「輪」が繋
がるワークショップとなりました。

　公開講座「多職種で人を診る統合
ヘルスケア」では、名古屋大学大学
院総合診療医学客員研究員の伊藤京
子先生から、予防から健康管理、病
の回復まであらゆる段階で多職種に
よる多様な治療法で介入、支援をお
こない、患者中心の医療を目指す「統
合ヘルスケアチーム」の紹介と提案

鳥海春樹先生

船水隆広先生

   伴先生、馬場先生、寺澤先生、藤本先生

   伊藤京子先生

   首藤傳明先生

   水谷潤治先生

日比先生　仲嶋先生

小野先生　三輪先生
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近畿ブロック師会長一同 大会実行委員会のメンバー

懇親会の一幕 自前のカメラで配信 会場のウインクあいち

『日本鍼灸新報』メール送信のご案内
　社会的なＩＴ化の進行にならい、本会においてもペーパーレス化ならびに経費節減のため、２０２４年１月発行の『日
本鍼灸新報』新年号より、マイページにご登録のメールアドレス宛に、誌面郵送ではなくメールにて送信をさせていた
だきます。
　マイページで日本鍼灸新報送付先を「メール送信」とされている方には、移行期間として本号から誌面郵送ではなく
メールにてお送りいたします。つきましては、必ずマイページにメールアドレスのご登録をお願いいたします。
　なお、引き続き誌面での郵送をご希望の方は、マイページの日本鍼灸新報送付先で「自宅郵送」あるいは「治療院郵
送」を選択してください。メールアドレスをお持ちでない方には、誌面郵送にて対応させていただきます。
　何卒ご理解のほどよろしくお願いいたします。

互いが補完的に協力し合えるネットワーク構築のお話もい
ただきました。

をいただきました。患者が抱えるさまざまな健康問題に各種
療法の専門家が関わることで解決できることが多くあり、お

　今大会のハイブリッド方式の配信、アーカイブ視聴の編集は専門業者の手を借りず、大会実行委員会の手作りでの運営とな
りました。児山大会実行委員長の「このメンバーがいたからやってこれた」の言葉のなかに、大会実行委員の多大な努力と絆
を感じることができました。次回は令和５年１０月２１日・２２日に大阪府泉佐野市での開催となります。市民参加型の新し
い形での全国大会で顔を合わせて学びと懇親を深めましょう。          　　　　　　　　　　　　（広報普及ＩＴ委員会 瀧本一）

（公社）日本鍼灸師会Ｉｎｓｔａｇｒａｍ
https://www.instagram.com/nihon_89.official/

（公社）日本鍼灸師会Ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/profile.php?

id=100057107634076

日本鍼灸師会公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍ・Facebook のご案内
　鍼灸関連の情報をすぐにお届けするために、日本鍼灸師会公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍを行っています。
鍼灸に関するお知らせ、鍼灸師の日常に関する身近なことなど、さまざまな内容を発信したいと思います。
お気軽にフォローをお願いします。
　また、Ｆａｃｅｂｏｏｋでも、テレビ番組、研修会、健康サポートや東洋医学に関することなどを情報配信しています。
そちらもぜひ、チェックしてみてください。

（広報普及ＩＴ委員会）
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